
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＳｍａｒｔＬａｂのバックグランド測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  極点測定ではバックグランド１点法をお勧めします。 
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概要 

 リガク，ＳｍａｒｔＬａｂ極点測定のバックグランド測定では、１点法とＳｃａｎ法がある。 

   １点法は、該当α軸の最小バックグランドを測定するモードで通常このモードを使う。 

   又、ｓｃａｎ法があるが、このモードではバックグランドのファイルが作成されるが、 

   極点本体ファイルのバックグランド領域にもデータが保存されている。 

   作成されたデータ 

   

  

 

 極点本体に登録されているバックグランド 

   

 

 

 



ＰｏｌｅＢａｃｋＧｒｏｕｎｄＥｄｉｔｅｒで極点本体に登録されているバックグランドデータを確認 

 

 

測定したバックグランドデータの活用 

 バックグランドデータのα毎の最小強度を登録（測定時に登録したバックグランドと同じ方法） 

 

 

 

 

 

 



作成された のバックグランドデータの確認 

 

 測定時登録されているデータと同じ結果になります。 

若し、測定されているバックグランドデータ（極点図）を全て極点本体か差し引く場合 

 

 上記ファイルを同時選択 

 

 極点本体―バックグランドデータ結果が作成されます。 


